
指導方法等の改善計画について 〔理科〕               尾道市立栗原中学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

  
 
【課題１】 
目的を明確にした観察・実験を実施する。そのために，ワークシートの工夫を図るとともに，得られた結果をも

とに，妥当な考察が得られるような話し合い活動の工夫を実施する。さらに，定着を図るために定期的な評価問

題を実施する 
 
【課題２】 
目的を明確にした観察・実験を実施する。そのために，ワークシートの工夫を図るとともに，得られた結果をも

とに，妥当な考察が得られるような話し合い活動の工夫を実施する。 

  
 
【課題１】 
火山灰の観察における手順が身についていない。 
通過率：２６．４％，県比較：－２２．１％，無答率：１２．１％ 
 
【課題２】 
水溶液を冷やしたときの再結晶について，溶解度と関係づけた説明ができていな

い。 
通過率：２９．７％，県比較：－１８．２％，無答率：３０．８％ 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校53.1％，県54.7％）  

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 2年復習テスト 2年中間テスト 2年H26「基礎基本」 2年期末テスト  1年H26「基礎基本」 1 2年期末テスト 

目標値 70.0% 70.0% 75.0% 75.0%  70.0% 80.0% 

実施後数値        

【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  2年中間テスト 2年H26「基礎基本」 2年期末テスト  1年H26「基礎基本」 1 2年期末テスト 

目標値  70.0% 75.0% 75.0%  70.0% 80.0% 

実施後数値        

○全体的な傾向 
タイプⅠ通過率： ５６．１%，タイプⅡ通過率：４７．８％ 
基礎的・基本的な内容について概ね定着が図られていると考えられるが，学習方法の改善を図るこ

とによりさらなる定着を図ることができると考える。 
○昨年度の取組の課題 
昨年度においては地学領域の科学的な思考・表現を求める問題について課題が示された。本年度の

領域別通過率（％） 生物：５０．９，化学：５５．９，生物：５９．８，地学：５１．０ 

本年度の結果について   

来年度（全国学力学習状況調査）の目標値     ％ 対全国比 

対県比 97.1％ 

別紙４ （参考様式） 
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